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１．研究計画の概要
（１）本研究は、近年の監査に対する注目の
高まりの中で、特に重視されている監査人の
会計倫理の問題を検討するものであり、中で
も公的部門の監査における監査人の会計倫
理を検討する。
（２）この部分についての研究は我が国では
たいへん少ない。ここでは、公的部門に広く
公私中間形態の組織も含め、これを国際比較
の観点から検討する。
（３）そこでは、いかなる倫理観が必要とさ
れるのか、その涵養のための方法(教育方法)、
制度化にあたって必要な点について分析、提
言を行う。

２．研究の進捗状況
（１）本研究は、初年度にあっては主として
国内部分に係る基礎的な資料収集と分析を
行っている。この中では、監査及び会計の関
連する基礎的な研究、会計職業倫理について
の基礎理論の再検討を行っている。後者につ
いては、学会において関連する報告を行って
いる。また、海外研究についても関連資料収
集を始めている。
（２）第 2 年度においては、資料収集と分析
の対象を海外部分に広げ、主として欧州、オ
ーストラリア及びニュージーランドについ
てこれらを行った。また、会計専門職により
倫理を保持する際の教育の問題、会計専門職
による監査に影響を与える近年の問題(特に、
非財務情報の監査の拡大についての諸問題)
を検討している。
（３）第 3 年度においては、これまでの検討
より、学会における報告、および各雑誌等へ
の論文掲載を進めている。これらは、特に国

内部分に係るものが多いが、特に地方公共団
体の会計及び監査の問題（会計基準の設定の
ありかた、財務諸表のディスクロージャー、
自治体間の財務諸表の比較可能性等）と、そ
の監査人との関連を検討している。

なお、以上にあたっては、国際比較部分に
ついて、専門家からの意見徴収（学会、国際
カンファレンス等による機会の利用を含む）
による資料の検討と、最終的な研究成果の総
合に向けた整理も含んでいる。以上のように、
ここまでは、監査を行う会計専門職の資質、
特に倫理的側面、公会計および監査の現状と
その問題点を分析しており、その成果を公表
してきている段階にある。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に推移している。
(評価の理由)
本研究の目的は、公監査における監査人の

倫理問題を検討することにあり、この点で、
3 年目までに関連する資料収集等を終え、ま
た監査人(会計専門職)の倫理についての一般
的な検討、および公監査における現状の問題
点を検討し、これらの一部はすでに論文等の
形で公表されている。これらは、事前に計画
されたこととほぼ一致して推移しており、以
上により研究はおおむね順調に推移し、達成
されていると評価する。

４．今後の研究の推進方策
第 4 年度は本研究の最終年度であり、研究

及びその成果をまとめねばならない。研究の
一部については、国際カンファレンスにおい
て最終年度の早い時期に研究報告すること
を予定し準備している。以上と第 3 年度まで
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の成果をもとに、最終年度では国際比較部分
を中心にまとめ、特に公監査に関わる国際的
な会計専門職の倫理規則との実務上の整合
性を検討することとしている。以上をもとに、
研究を総括することになる。

５. 代表的な研究成果
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